
             

№
25 発

送 

昭
和
19
年
５
月
８
日 

受
取 

昭
和
19
年
６
月
20
日 

「
南
十
字
星
の
輝
き
も
南
国
の
夜
ら
し
い
、
ト
ッ
ケ
イ
（
オ
オ
ヤ
モ
リ
の
別
名
）
が
時
に
そ
の
愛

嬌
の
あ
る
声
で
ト
ッ
ケ
ー
ト
ッ
ケ
ー
と
鳴
き
続
け
る
、
虫
の
声
も
戦
場
ら
し
い
、
内
地
の
今
頃

は
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
の
五
月
の
頃
だ
ら
う
、
緬
甸
前
線
の
五
月
の
頃
は
マ
ン

ゴ
ー
の
盛
り
だ
」 

＊
南
十
字
星
：
天
の
南
極
付
近
に
見
え
る
星
座
。
北
半
球
で
も
赤
道
に
近
い
緯
度
で
あ
れ
ば
、

水
平
線
近
く
に
見
る
こ
と
が
で
き
る 

   

             

№
26 発

送 

昭
和
19
年
６
月
６
日 

受
取 

昭
和
19
年
７
月
13
日 

「
内
地
は
今
や
六
月
初
旬
鉄
道
線
路
側
の
早
苗
田
も
梅
雨
に
濡
れ
増
産
の
初
夏
を
旺
歌
せ
す

だ
ら
う
」 

「
同
封
の
梅
の
小
枝
故
郷
の
香
り
を
伝
へ
て
く
れ
て
感
激
に
堪
え
ず
」 

「
当
緬
印
国
境
に
関
す
る
限
り
心
配
す
る
な
」 

＊
鉄
道
線
路
：昭
和
３
年
に
国
有
鉄
道
久
大
線
の
久
留
米
～
筑
後
吉
井
間
が
開
業 

＊
梅
の
小
枝
：
梅
子
さ
ん
が
肇
さ
ん
あ
て
の
手
紙
に
同
封
し
て
送
っ
た
。
こ
れ
以
前
、
肇
さ
ん
は

「宿
舎
の
前
に
も
門
松
を
立
て
て
居
る
、
松
竹
は
あ
る
が
梅
が
な
い
の
で
桜
で
代
用
し
て
居
る
」

（
№
12
、
７
月
展
示
）
、
「
宿
舎
の
前
の
門
松
に
も
梅
の
代
り
に
桜
を
差
し
て
あ
る
」
（
№
13
、

８
月
展
示
）と
書
き
送
っ
て
い
た 



             

№
27 発

送 

昭
和
19
年
６
月
18
日 

受
取 

昭
和
19
年
８
月
19
日 

「
当
方
は
雨
季
な
る
も
時
々
は
晴
間
あ
り
、
夜
は
マ
ン
ゴ
ー
樹
の
下
の
叢
に
飛
び
交
ふ
蛍
の
光

も
線
香
花
火
の
や
う
だ
、
仲
々
野
趣
満
々
と
し
て
居
る
」 

「
健
康
も
恢
復
せ
し
と
思
ふ
が
、
元
気
な
姿
を
写
し
て
送
れ
」 

＊
健
康
も
恢
復
せ
し
と
思
う
が
：
梅
子
さ
ん
は
昭
和
18
年
12
月
に
手
術
、
同
月
末
に
退
院
、
そ

の
後
は
通
院
し
て
い
る
。
№
25
に
「
畑
瀬
氏
よ
り
の
便
り
に
依
り
元
気
で
術
后
の
経
過
も
良

好
と
の
事
」と
あ
る 

   

             

№
28 発

送 

昭
和
19
年
６
月
頃 

受
取 

昭
和
20
年
１
月
20
日 

﹁
内
地
も
北
九
州
空
襲
及
び
敵
機
動
部
隊
サ
イ
パ
ン
島
上
陸
以
来
敵
前
の
覚
悟
の
も
と
…
」 

「
当
方
面
戦
況
新
聞
報
道
の
如
し
」 

「
人
間
も
一
度
戦
火
を
く
ぐ
る
と
人
生
観
が
変
る
と
云
ふ
が
実
に
然
り
、
不
惜
身
命
と
は
戦

場
に
於
て
の
み
体
験
せ
ら
れ
る
心
境
と
思
ふ
」 

「
筑
後
路
の
田
植
の
盛
り
を
眼
に
浮
ば
せ
つ
つ
本
日
は
筆
を
置
く
」 

＊
内
地
も
北
九
州
空
襲
：
昭
和
19
年
６
月
16
日
、
Ｂ
29
に
よ
る
日
本
本
土
空
襲
の
最
初
。
八

幡
製
鉄
所
を
攻
撃
目
標
と
す
る
。
死
者
３
２
２
人 

＊
サ
イ
パ
ン
島
上
陸
：昭
和
19
年
６
月
15
日
、
サ
イ
パ
ン
島
上
陸
開
始 

 



             

№
29 発

送 

昭
和
19
年
８
月
16
日 

受
取 

昭
和
20
年
１
月
24
日 

「
新
聞
の
報
ず
る
と
こ
ろ
に
依
る
と
、
去
る
八
月
十
一
日
三
度
敵
機
は
北
九
州
地
区
に
来
襲

せ
し
由
、
大
宮
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
皇
軍
新
兵
の
死
闘
を
想
ふ
時
我
々
ビ
ル
マ
に
居
る
将
兵
の
意

気
衝
天
、
安
心
せ
よ
」 

＊
８
月
11
日
北
九
州
空
襲
：
昭
和
19
年
８
月
11
日
、
八
幡
製
鉄
所
を
目
標
に
焼
夷
弾
に
よ
る

爆
撃
が
行
わ
れ
た 

＊
大
宮
：
大
宮
島
は
グ
ア
ム
島
の
日
本
統
治
時
代
の
名
称
。
昭
和
19
年
８
月
11
日
総
員
戦
死 

＊
テ
ニ
ア
ン
島
：
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
一
つ
で
、
サ
イ
パ
ン
島
か
ら
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ

る
。
昭
和
19
年
８
月
３
日
総
員
戦
死 

 

             

№
30 発

送 

昭
和
19
年
８
月
19
日 

受
取 

日
付
不
明 

﹁
耳
納
の
翠
緑
筑
水
の
流
れ
は
悠
久
数
千
年
の
歴
史
を
秘
め
て
重
大
時
局
に
直
面
せ
る
筑
紫

人
に
種
々
の
教
訓
を
与
へ
て
ゐ
る
こ
と
と
想
像
し
て
居
る
」 

「
数
年
間
し
い
た
げ
ら
れ
た
る
民
族
が
東
亜
の
盟
主
日
本
と
協
力
し
て
ゐ
る
姿
は
実
に
涙
ぐ

ま
し
き
も
の
あ
り
」 

「
我
々
前
線
の
者
達
の
話
は
い
つ
も
食
物
の
事
ば
か
り
。
刺
身
、
天
プ
ラ
、
等
々
」 

＊
話
は
い
つ
も
食
物
の
事
ば
か
り
：昭
和
18
年
以
降
、
ビ
ル
マ
で
は
空
爆
が
増
え
、
市
街
地
や
田

畑
が
破
壊
さ
れ
、
食
糧
や
物
資
の
補
給
が
難
し
く
な
っ
た 

  



             

№
31 発

送 

昭
和
19
年
10
月
15
日 

受
取 

昭
和
19
年
12
月
15
日 

「
九
月
十
六
日
航
空
便
返
信
受
取
っ
た
」 

「
裏
の
柿
の
熟
せ
し
由
食
ひ
過
ぎ
ぬ
様
、
こ
ち
ら
は
大
好
な
里
芋
、
な
す
も
多
く
食
べ
る
、
果
物

は
一
寸
今
無
い
、
や
が
て
パ
パ
イ
ヤ
蜜
柑
の
頃
と
な
る
」 

＊
裏
の
柿
：
田
主
丸
は
柿
、
蜜
柑
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
が
、
昭
和
16
年
２
月
に
臨

時
農
地
管
理
令
が
発
動
さ
れ
る
と
、
果
樹
は
不
用
不
急
の
作
物
と
な
り
、
果
樹
園
の
木
々
は

切
り
倒
さ
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ
畑
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た 

   

             

№
32 発

送 

昭
和
19
年
10
月
29
日 

受
取 

昭
和
20
年
１
月
20
日 

「
七
月
十
一
日
、
八
月
十
八
日
附
封
書
無
事
到
着
…
」 

「
台
湾
沖
航
空
戦
大
戦
果
と
聞
く
」 

＊
台
湾
沖
航
空
戦
：昭
和
19
年
10
月
12
日
～
16
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
台
湾
か
ら
沖
縄
に
か
け

て
の
日
本
軍
航
空
基
地
を
攻
撃
し
、
日
本
軍
が
迎
撃
し
た
。
実
際
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
損
害
は

軽
微
な
も
の
だ
っ
た 

    



             

№
33 発

送 

昭
和
19
年
11
月
30
日 

受
取 

昭
和
20
年
１
月
19
日 

「
九
州
も
数
度
の
空
襲
に
依
り
常
在
戦
場
の
気
分
が
充
満
し
国
民
も
緊
張
最
高
に
達
し
て
居

る
と
思
っ
て
居
る
」 

「
小
生
去
る
十
一
月
十
五
日
附
少
尉
に
任
官
せ
り
」 

＊
軍
医
少
尉
：
日
本
陸
軍
衛
生
部
所
属
の
最
下
級
の
将
校
（
士
官
）の
医
師
。
軍
医
予
備
員
制
度

を
利
用
し
て
、
召
集
時
に
軍
医
見
習
士
官
と
し
て
任
官 

    

             

№
34 発

送 

昭
和
19
年
12
月
14
日 

受
取 

昭
和
20
年
４
月 

﹁
其
の
後
祖
母
様
を
始
め
一
同
皆
元
気
過
し
て
居
る
事
だ
ら
う
、
小
生
益
々
元
気
、
冬
も
本
格

的
に
な
り
つ
つ
あ
る
内
地
を
シ
ャ
ツ
一
枚
の
地
よ
り
想
像
し
て
季
節
的
観
念
も
失
つ
て
し
ま
つ

た
ら
し
い
」 

「
当
方
の
貯
金
通
帳
番
号
…
何
か
に
記
入
し
置
か
れ
度
し
」 

     



             

№
35 発

送 

昭
和
19
年
12
月
22
日 

受
取 

昭
和
20
年
６
月
２
日 

「
八
月
末
の
封
書
に
依
り
祖
母
様
外
一
同
元
気
で
過
し
居
る
由
安
心
す
」 

「
今
や
最
後
の
勝
利
へ
と
頑
張
る
際
皆
の
健
康
を
祈
る
や
切
な
り
、
又
便
り
す
」 

＊
現
存
す
る
梅
子
さ
ん
宛
て
の
軍
事
郵
便
の
う
ち
最
後
の
も
の 

   


